
輸
出
加
工
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組
織
化
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イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
バ
タ
ム

島
の
例  ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ no.1937 IMF JC 2006 Spring

●ＩＭＦ（国際金属労連）
書記次長

鎌田 普 かまだ・ひろし

７２年ＩＭＦ－ＪＣに入局。調
査局で国際金属労組の賃金・
労働条件比較を担当。７５年Ｉ
ＭＦ本部へ派遣。特別企画部
長をはじめ、自動車、航空宇
宙、電機電子、事務技術職な
ど各種産業担当部長を歴任。
９５年ＩＭＦシニア・エグゼク
ティブ・オフィサー（ＳＥＯ）
に就任し、地域組織機構、地
域事務所、財政、人事、総務
を担当。０５年６月にＩＭＦ書
記次長に就任（現）。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
南
端
、
ハ
ー
バ
ー
・
フ
ロ
ン

ト
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
高
速
フ
ェ
リ
ー
で
約
１
時

間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
リ
ア
ウ
（
諸
島
）
州
バ
タ

ム
島
、
バ
タ
ム
・
セ
ン
タ
ー
に
到
着
す
る
。
バ
タ

ム
島
は
、
近
隣
の
ビ
ン
タ
ン
島
と
共
に
近
年
急
速

組
織
化

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
は
、
２
組
織
、
即
ち
Ｓ
Ｐ

Ｍ
Ｉ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
金
属
労
連
）
と

L
o
m
e
n
ik

│S
B
S
I

が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
加
盟
し
て
い

る
。
近
年
、
両
組
織
と
も
バ
タ
ム
島
で
の
組
織
化

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

バ
タ
ム
島
で
組
織
化
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
２

０
０
１
年
。
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
が
バ
タ
ミ
ン
ド
工
業
団
地

で
操
業
す
る
日
系
大
手
電
子
企
業
の
子
会
社
を
組

織
化
し
た
の
が
手
始
め
。
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
、
そ
れ
を

足
が
か
り
に
今
日
で
は
、
電
機
・
電
子
企
業
を
中

心
に
28
企
業
（
内
ビ
ン
タ
ン
島
２
社
）
で
２
万
３

千
７
０
０
人
を
組
織
化
し
て
い
る
（
注
４
）。
組
織

化
は
急
速
に
進
ん
だ
が
、
４
企
業
で
労
働
協
約
が

締
結
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
特
徴
的
な
の
は
、

組
合
員
の
４
分
の
３
が
女
性
、
ま
た
、
60
│

70
％

が
２
年
以
下
の
短
期
契
約
労
働
者
、
所
謂
非
典
型

労
働
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

一
方
、L

o
m
e
n
ik

│S
B
S
I

バ
タ
ム
支
部
は
、

バ
タ
ミ
ン
ド
工
業
団
地
を
中
心
に
、
今
日
現
在
30

企
業
、
２
万
人
強
を
組
織
化
し
て
い
る
。
労
働
協

約
は
、
３
社
で
締
結
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

組
合
員
の
男
女
別
比
率
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
と
同
様
女

性
が
多
く
、
組
合
の
統
計
に
よ
る
と
そ
の
比
率
は
、

77
％
に
達
す
る
。
短
期
契
約
労
働
者
の
比
率
も

60
％
を
上
回
る
と
い
う
。

滞
在
中
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
２
組
織
と
か
な
り
突
っ

込
ん
だ
話
し
合
い
を
持
っ
た
が
、
組
織
化
を
め
ぐ

る
「
争
い
」
は
一
切
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
。
両
組

織
は
、
補
完
的
に
組
織
化
を
行
っ
て
お
り
、
組
織

化
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
Ｓ

Ｐ
Ｍ
Ｉ
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
バ
タ
ミ
ン
ド
工

業
団
地
で
の
組
織
化
率
は
、
企
業
数
で
見
た
場
合
、

Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
の
24
％
を
先
頭
に
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ

未
加
盟
）
15
％
、L

om
en
ik

│S
B
S
I

13
％
、
そ

の
他
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
半
数
以
上
が
組
織
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
日
系
企
業
が
非
常
に

多
い
現
状
か
ら
す
る
と
、
Ｊ
Ｃ
な
ら
び
に
そ
の
加

盟
組
織
も
組
織
化
の
動
向
に
注
目
し
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

新
特
別
経
済
区
の
創

設
と
問
題
点

最
近
の
新
聞
報
道
な
ど
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
両
国
は
、
共
同
で
バ
タ
ム
、

ビ
ン
タ
ン
両
島
に
ま
た
が
る
特
別
経
済
区

（S
p
ecial

E
con
om
ic
Z
on
e
=

Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
の

創
設
に
合
意
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
投

資
を
呼
び
込
み
産
業
を
育
成
す
る
た
め
、
全
国
各

地
に
９
つ
の
特
別
経
済
区
の
創
設
を
計
画
し
て
お

り
、
バ
タ
ム
│

ビ
ン
タ
ン
Ｓ
Ｅ
Ｚ
は
、
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
仮
協
定
調
印
に
際
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

外
務
大
臣
は
、
税
金
と
労
働
に
関
連
す
る
法
律
を

改
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
特
に
労

働
争
議
を
解
決
す
る
た
め
の
特
別
労
働
裁
判
所
の

設
立
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
労
働
組
合
か

ら
見
た
場
合
、
こ
の
発
言
が
何
を
意
味
す
る
か
は

明
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟

２
組
織
は
、
重
大
な
関
心
を
示
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
と
し
て
も
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

（
２
０
０
６
年
４
月
20
日
、C

arouge

に
て
）

Ｅ
Ｐ
Ｚ
組
織
化
の
位

置
づ
け

先
進
工
業
諸
国
で
は
な
じ
み
が
薄
い
が
、
多
く

の
発
展
途
上
諸
国
で
は
、
輸
出
加
工
区
（E

xport

P
rocessing

Z
one
-

Ｅ
Ｐ
Ｚ
）
は
、
経
済
発
展

の
原
動
力
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
工
場
誘
致

に
当
た
っ
て
は
、
工
場
用
地
の
長
期
無
償
貸
与
、

輸
入
税
免
除
、
所
得
税
の
減
免
な
ど
の
特
典
が
与

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
を
労
働
法
適
用
除
外

対
象
に
し
て
い
る
国
も
見
ら
れ
、
組
織
化
へ
の
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
２
０
０
５
│

２
０
０
９
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、「
労
働
者
の
権
利
が

頻
繁
に
踏
み
に
じ
ら
れ
、
搾
取
が
日
常
の
現
実
で

あ
る
輸
出
加
工
区
」
で
の
組
織
化
の
重
要
性
を
指

摘
し
て
い
る
（
注
１
）。
昨
年
５
月
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界

大
会
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
択
を

受
け
、
同
年
11
月
の
執
行
委
員
会
で
Ｅ
Ｐ
Ｚ
に
お

け
る
組
織
化
が
重
点
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

た
。
こ
の
執
行
委
員
会
の
決
定
を
受
け
、
現
在
Ｉ

Ｍ
Ｆ
加
盟
組
織
に
よ
る
Ｅ
Ｐ
Ｚ
で
の
組
織
化
状
況

な
ど
の
調
査
を
行
い
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
し
て
の
Ｅ
Ｐ
Ｚ

組
織
化
戦
略
を
取
り
纏
め
る
準
備
を
進
め
て
い

る
。

に
経
済
・
観
光
開
発
が
進
み
、
多
数
の
多
国
籍
企

業
が
操
業
し
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
も
盛
ん
で
あ
る
。。

バ
タ
ム
産
業
開
発
局
に
よ
る
と
、
バ
タ
ム
島
に

は
、
現
在
16
に
上
る
工
業
団
地
（In

d
u
strial

P
ark

）（
注
３
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
工
業
団
地
に

は
、
外
国
企
業
６
１
１
社
が
操
業
し
て
お
り
、
２

０
０
７
年
に
そ
の
数
は
、
９
５
０
社
に
上
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
バ
タ
ム
島
が
「
自
由
貿
易
区
域
」

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
隣
接

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
隣
の
ビ
ン
タ
ン
島
と
共
に

今
後
も
開
発
が
続
く
と
見
ら
れ
る
。

バ
タ
ミ
ン
ド
工
業
団
地

Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
の
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
に
よ
る
と
16
の
工
業

団
地
中
最
大
の
バ
タ
ミ
ン
ド
工
業
団
地
に
は
、
２

０
０
５
年
末
現
在
73
社
が
操
業
し
て
い
る
。
雇
用

者
数
は
、
約
６
万
。
バ
タ
ム
島
最
大
の
「
電
子
工

業
団
地
」
で
も
あ
る
。
73
社
を
国
別
に
見
て
み
る

と
、
日
本
が
最
大
で
28
社
（
44
％
）、
次
い
で
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
が
24
社
（
38
％
）、
そ
の
他
が
米
欧

諸
国
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
団
地
内
を
ま
わ
っ
て

み
る
と
、
な
じ
み
の
日
系
企
業
の
名
が
次
か
ら
次

と
目
に
入
る
。
同
団
地
は
、
他
国
で
見
ら
れ
る
Ｅ

Ｐ
Ｚ
と
同
様
塀
に
囲
ま
れ
、
ゲ
ー
ト
で
は
警
備
員

が
一
応
出
入
り
を
チ
ェ
ッ
ク
は
し
て
い
る
も
の

の
、
有
刺
鉄
線
な
ど
は
張
り
巡
ら
さ
れ
て
は
お
ら

ず
、
緊
張
感
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

団
地
内
に
は
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
が
居
並
ぶ
商
業
区
域
、
住
宅
も
あ
り
、
工
業

団
地
全
体
が
一
つ
の
社
会
を
形
成
し
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。

更
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
地
域
組
織
機
構
（
注
２
）
に
お
い

て
も
今
年
度
中
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
組
織
化
問
題
を
取
り
上

げ
、
組
織
化
の
た
め
の
具
体
策
を
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
４
月

初
旬
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
調
整
委
員
会
で
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
状
況

が
報
告
さ
れ
、
続
い
て
開
催
さ
れ
た
東
南
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
会
議
に
お
い
て
も
東
南
ア
ジ
ア

の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

ア
ジ
ア
地
域
で
Ｅ
Ｐ
Ｚ
組
織
化
が
成
功
し
て
い

る
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
上
記
会
議
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
タ
ム

島
を
訪
れ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
２
組
織
の
組
織
化
状
況

を
見
聞
す
る
機
会
を
得
た
の
で
簡
単
に
報
告
し
た

い
。イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・

バ
タ
ム
島

Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
組
合
員
集
会

ＳＰＭＩ組合員集会（インドネシア・バタム島・2006年4月）

（注３）EPZには、種々の呼称がある。Industrial 
Park、Industrial Estate（共に工業団地）な　
どとも呼ばれる。

（注４）SPMIバタム支部の組織化は、現在計画を
上回るペースで進んでおり、本年末までに30
工場、2万5千人、来年末までに40工場、3万5
千人に組織を拡大する予定。組織化という観
点から見た場合、特に、週末には組合員、非
組合員両者向けの集会、講習会、勉強会など
が頻繁に行われており、組織のダイナミズム
が肌で感じられる。4月8、9日の両日、組合
員集会、勉強会に招待され、挨拶する機会を
得たが、質疑などを通し、若い組合員の熱気
に触れることが出来た。

（注１）2002－2005アクション・プログラムの中でもEPZでの組織化の重要瀬　
が指摘されたが、残念ながら具体的な活動を行うには至らなかった。

（注２）地域組織機構については、機関誌2004年春号を参照されたい。


